
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
※本帳票のデータはサンプルであり、実際の数字とは異なります。 

この生徒の IRTバンド* 
 
個人の結果を５段階で示しま
す。IRT スコアを 1～5 の 5段階
に区切ったものです。3 が基準の
バンドとなり、5 が最も高いバンド
となります。 
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B 

1 C 2 3 4 

「中学校理科」個人票の見方について 

問題の難易度 

５段階で表示します。非公開問
題も含めた正誤状況に基づいて
分析し、事後的に付与したもので
す。 
例えば、難易度３の問題は IRT
バンド３の生徒がおおよそ（約８
割の確率で）正答できると推定さ
れます。 

5 

問題形式  
選択、短答、記述 

4 

公開問題の結果 

○︓正答 
×︓誤答 
―︓無回答 
空欄︓ 解いていない 
生徒が解いた公開問題について
結果が表示されます。生徒が解い
ていない問題は結果が空欄になり
ます。 

1 

公開問題の内容 
C 

IRTバンド 
(全国の人数分布) 
全国の生徒の分布の中で、この
生徒が含まれる IRT バンドを濃い
色で表示しています。 

B 

全国の正答率 

全国の生徒の正答率を示しています。 

2 

学習学年 
各問題に関連する学習指導要領の学年を示しています。 
 
学習指導要領の内容（領域） 
１︓「エネルギー」を柱とする領域  ２︓「粒子」を柱とする領域 
３︓「生命」を柱とする領域      ４︓「地球」を柱とする領域 
 

3 

A 

* 生徒の正誤状況から推定した結
果であり、評定とは異なります。 

５ 
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全国的な学力調査に関する専門家会議（令和７年度第４回） 

全国的な学力調査のCBT化検討ワーキンググループ（令和７年度第２回）合同会議 
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